
学 長 定 例 記 者 会 見 要 項 

日 時： 平成２２年９月７日（火） １１：００～１１：３０ 

場 所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

発 表 事 項 

１．平成２３年度 学生募集要項 公表 

２．日本初！ウィリアム・ワーズワス『湖水地方案内』翻訳本・出版 

３．「八峰祭」同時開催 『ＤＮＡでつなぐサイエンス』 

４．高校生朗読コンクール 本選出場者決定 

お 知 ら せ 

１．附属中学校公開講座「親子で楽しむ秋の星座」 

２．国際事業化研究センター「ドコサ・デモ教室」 

３．医学部公開講座「感染症への備え～医療現場で最低限必要な準備と対策～」 

４．工学部次世代ロボットデザインセンター講座「ロボットの未来・明日のカタチ」 

５．工学部重要文化財コンサート「ルネサンス・カフェ 癒しの響き」 

６．大学祭「第１６回 吾妻祭～僕らが繋ぐこの瞬間～」 

７．工学部ひらめき☆ときめきサイエンス「有機の光を体験しよう」 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日 時：平成２２年９月２１日（火） １１：００～１１：３０ 

場 所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階）



プレス発表資料 

平成22年９月７日 
山 形 大 学 

平成２３年度 学生募集要項 公表 

平成２３年度入学者選抜に係る「推薦入試学生募集要項」，「私費外国人留学生学生 

募集要項」及び「社会人入試学生募集要項」を別添のとおり公表します。 

平成２２年度入学者選抜との主な変更点 

１ 推薦入試学生募集要項 

○ 工学部昼間コース電気電子工学科において，推薦入試Ⅰ（大学入試センター試験を免 

除する推薦入試）を新たに実施。 

○ 募集人員の変更 

医学部 医学科 推薦Ⅱ １０人減（昨年度３０人 → ２０人） 

工学部 昼間コース 

物質化学工学科 推薦Ⅰ ５人減（昨年度２０人 → １５人） 

バイオ化学工学科 推薦Ⅰ １人減（昨年度１０人 → ９人） 

情報科学科 推薦Ⅱ ２人減（昨年度 ７人 → ５人） 

電気電子工学科 推薦Ⅰ ５人増（新設） 

機械システム工学科 推薦Ⅰ ５人増（昨年度１２人 → １７人） 

２ 私費外国人留学生学生募集要項 

○医学部医学科において，学力検査実施教科・科目等の変更 

「数学」，「理科（物理，化学， 生物から２科目）」及び面接に加えて「国語」及び 

「英語」を課す。 

３ 社会人入試学生募集要項 

○特になし 

募集要項の入手方法 

「推薦入試学生募集要項」及び「私費外国人留学生学生募集要項」はテレメールで請求い 

ただけます。また，本学インフォメーションセンター又は各学部入試担当窓口でも配布して 

おります。社会人入試学生募集要項は，冊子を作成しておりませんので，本学ホームページ 

から直接ダウンロードしてください。 

（URL http://www.yamagata-u.ac.jp/jpn/entrance/index.html） 

（お問い合わせ） 

学務・入試企画室 片桐 

電話：０２３（６２８）４１４１



プレス発表資料 

平成 22年 9月 7日 

山 形 大 学 

日本初！ウィリアム・ワーズワス『湖水地方案内』翻訳本・出版 

湖水地方の自然保護や近年の環境保護思想の先駆けとしても注目されているワーズワ 

スの『湖水地方案内』を、充実した「訳注」と「訳者解説」を付けて日本で初めて翻 

訳し出版しました。 

１．出版物の概要 

書 名：『湖水地方案内』 

著 者：ウィリアム・ワーズワス(1770―1850) 

翻訳者：小田友弥（地域教育文化学部教授） 

出版社：法政大学出版局 価格：2700 円＋税（6 月 22 日より全国書店で販売中） 

２．『湖水地方案内』出版の意義と翻訳の特色 

『湖水地方案内』にはワーズワスの湖水地方観や自然認識が表われており、ワーズ 

ワスやイギリス・ロマン派研究にとって重要な文献です。同時にこの書は、ツーリズ 

ムや産業化などの近代社会の諸相が自然に及ぼす影響を深刻に捉えて摘発した最も古 

い文献の一つでもあります。そのために、エコクリティシズム（文学作品の環境意識 

に焦点を当てた批評）や環境思想などの分野においても注目度が高まっています。 

しかし、『湖水地方案内』には近づき難い点もあり、日本で初めて翻訳するにあた 

り、読みやすい日本語を心がけるとともに、詳しい「訳注」と「訳者解説」をほどこ 

し、内容理解の一助としました。 

３．ワーズワスと『湖水地方案内』について 

ワーズワスはイギリス・ロマン派の代表的詩人で、自然が人間生活に持つ意義をテーマとした 

作品を数多く残し、日本にも多くの愛読者を持っています。『湖水地方案内』は、湖水地方に生ま 

れ育ったワーズワスが、湖水地方への深い愛と幅広い知識を背景に書きあげたものです。 

『湖水地方案内』は、旅行者向けの案内書の一つですが、類書とは大きく異なり、旅行者流入に 

よる悪影響に対するワーズワスの強い危惧の念が滲んでいます。彼は、単に旅行者を観光スポット 

に導くことではなく、 この地本来の景観とその形成過程を尊重する心を育む役割を 『湖水地方案内』 

に与えたのです。それは人々に、人間と自然の関係を再考することを促す内容のものでした。 

（お問い合わせ） 

山形大学地域教育文化学部 生活総合学科 

教 授 小 田 友 弥 

ＴＥＬ：０２３－６２８－４４００



プレス発表資料 

平成 22年 9月 7日 

山 形 大 学 

「八峰祭」同時開催 『ＤＮＡでつなぐサイエンス』 

理学部公開講座 今年のテーマは“ＤＮＡ”（デオキシリボ核酸） 

実験と実験結果の解析と講義で理解を深めます。 

日 時：１日目 平成２２年１０月２３日（土）１３：００～１６：３０ 

２日目 平成２２年１０月２４日（日）１０：００～１７：００ 

会 場：山形大学ＳＣＩＴＡセンター 

山形大学理学部先端科学実験棟４階大講義室 

対 象：一般の方（高校生以上） ４０名（ＤＮＡ実験のみ定員あり） 

受 講 料：１，０００円 

申込み期間：平成２２年９月１５日（水）～１０月１５日（金） 

理学部の公開講座は、例年６月の土曜日に開講していました。今年は、初めての試みとし 

て、１０月の大学祭「八峰祭」と合わせて開催することにしました。 

今年のテーマは“ＤＮＡ”（デオキシリボ核酸）です。理学部教員がＤＮＡに関する興味 

深い話をいたします。 

１日目に実験を行い、２日目には実験結果の解析と講義を行います。 

また、毎年実施している研究室公開を２日目に行います。大学祭参加者も気軽に研究室を 

訪問できるように終日公開といたします。 

これまでとは違い、 より多くの方に理学部の研究を紹介するいい機会だと考えております。 

（お問い合わせ） 

山形大学理学部事務ユニット 公開講座担当係 

ＴＥＬ：０２３－６２８－４５０５







プレス発表資料 

平成 22年 9月 7日 

山 形 大 学 

高校生朗読コンクール 本選出場者決定 

俺達(おらだ)の国語ば可愛(めんご)がる高校生が決定しました。 

◎本 選 

日 時：平成２２年９月１１日(土) １３：３０～１７：００ 

会 場：山形大学米沢キャンパス旧米沢高等工業学校本館 

公 開：一般市民 定員50名（入場無料・要事前予約） 

なお、審査の間、本学教授 山本陽史が「井上ひさしと藤沢周平－東北ユートピアを夢 

見てー」と題して講演します。 

井上ひさしの「吉里吉里人」と藤沢周平の「海坂藩」ものを比較し、二人が目指した「ユ 

ートピア」について考察します。 

◎本選出場者（五十音順） 

稲村沙織 山形北高等学校、 茨木隼人 山形学院高等学校 

工藤齋州 山形学院高等学校、 後藤辰哉 山形学院高等学校 

鈴木 愛 寒河江高等学校、 二野瓶舞 山形北高等学校 

三浦紗彩 山形西高等学校、 山口愛美 山形東高等学校 

本選の課題は、井上ひさし氏の「吉里吉里人」。「吉里吉里人」のひとつながりの部分 

を人数分にわけ、あらかじめ出場者一人一人に異なる部分を指定しています。当日の審査 

では、出場者に順番に指定の場所を朗読してもらい、場面がリレーのようにつながり、作 

品の場面がひと繋がりの音声として浮かびあがるようにプログラムを構成しました。 

予選を通過した山形県の高校生が、それぞれの吉里吉里語で故郷山形への思いを表現し 

ます。そんな高校生たちを応援してくださる、一般市民のみなさまのご来場をお待ちして 

います。 

（お問い合わせ、申込受付） 

山形大学工学部図書館 三角（みすみ） 

TEL: 0238-26-3019 Fax: 0238-26-3408 

Mail: misumi@jm.kj.yamagata-u.ac.jp





プレス通知資料 （概 要） 

平成２ ２年 ９月 ７日 
山 形 大 学 

１．附属中学校公開講座「親子で楽しむ秋の星座」 

(概要) プラネタリウムで夏・秋の星座や銀河系を見たり、天体望遠鏡や双眼鏡を用いた星座の 
観察と神話等の説明から、宇宙のロマンを実感して秋の星の楽しみ方を学び、実践へと誘 

います。 

日 時：平成２２年９月１１日（土） １８：３０～２０：００ 
場 所：附属中学校 多目的ホール「六稜ホール」（山形市・松波キャンパス） 

受講対象：親子５０組 １２０名程度 
講 師：柴田晋平 教授と「山形小さな天文学者の会」星のソムリエの方々 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学附属中学校 
（TEL）０２３－６４１－４４４０ 

２．国際事業化研究センター「ドコサ・デモ教室」 

(概要) 大学で研究している、ゴミ（古い天ぷら油など）の活用方法を学んで体験しよう。 
その学んだことからアイデアを考えて大学に教えてください。そのアイデアを１０月に川 

西町に展示します。 
当日の取材をお願いいたします。 

日 時：平成２２年９月１１日（土） １０：００～１６：００ 

場 所：工学部２号館、３号館（米沢市・工学部キャンパス） 
対 象：置賜の小学５、６年生 ２０名（保護者見学可能） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学国際事業化研究センター「ドコサ・デモ教室」担当 渡部 
（TEL）０２３８－２６－３４８３ 

３．医学部公開講座「感染症への備え～医療現場で最低限必要な準備と対策～」 

(概要) 本講座では、医療機関での感染症への備えに関して、職種ごとにどのような役割を果た 
すことが期待されるか、およびその連携を解説します。 

また、医療機関における具体的な対策に関する「悩み」を共有する場としてもご活用い 
ただければ幸いです。当日の取材をお願いいたします。 

日 時：平成２２年９月２５日（土）、１０月２日（土） １３：００～１６：００ 

場 所：医学部大講義室（山形市・飯田キャンパス） 
参加者：すべての医療従事者および医療機関事務担当者 １００名 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学医学部総務ユニット庶務担当 
（TEL）０２３－６２８－５００６



４．工学部次世代ロボットデザインセンター講座「ロボットの未来・明日のカタチ」 

(概要) 本講座では、次世代ロボットデザインセンターに所属する教員が、４つのテーマからロボ 

ットの未来や明日の社会のカタチを紹介します。 

講義終了後に、普段見ることのできない研究室見学も実施します。 

日 時：平成２２年１０月２日（土） １３：００～１６：００ 

場 所：工学部（米沢市・工学部キャンパス） 

受講対象：一般市民（高校生以上） ４０名 

受講料無料です。 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学工学部広報室 

（TEL）０２３８－２６－３４１９ 

５．工学部重要文化財コンサート「ルネサンス・カフェ 癒しの響き」 

(概要) 毎年好評をいただいている、旧米沢高等工業学校（国重要文化財）でのコンサートも今 

年で１０回を数えます。 

日 時：平成２２年１０月９日（土） 開場１４：３０ 開演１５：００ 

場 所：工学部重要文化財内（米沢市・工学部キャンパス） 

申込み受付：平成２２年９月８日（水）１０：００～電話受付。定員１００名 

入場無料です。 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学工学部企画総務チーム 

（TEL）０２３８－２６－３００５ 

６．大学祭「第１６回 吾妻祭～僕らが繋ぐこの瞬間～」 

(概要) 今年の吾妻祭は工学部１００周年記念ということで、毎年金土日開催だったものを、今 

年は土日月の３連休に開催されることとしました。 

☆平成２２年１０月９日（土） ｉｎ米沢女子短期大学 

オープニングイベント、各種企画 

清水翔太ライブ 開場１６：００ 開演１７：００ 

☆平成２２年１０月１０日（日） ｉｎ山形大学工学部 

各種企画、屋台・展示・研究室公開・フリマ 

☆平成２２年１０月１１日（月） ｉｎ山形大学工学部 

各種企画、屋台・展示・研究室公開・芸人ライブ（弾丸ジャッキー） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学工学部・米沢女子短期大学合同学園祭「吾妻祭」実行委員会 

吾妻祭ＨＰ⇒ http://sky.geocities.jp/azumasai2010/azuma/10azumasaitop.html



７．工学部ひらめき☆ときめきサイエンス「有機の光を体験しよう」 

(概要) 世界で今、一番注目をあびている「有機ＥＬ」について様々な体験をしてもらいます。 

はじめに城戸先生から「有機ＥＬはどんなもの？」について教えてもらいます。 

その後、有機物質を合成したり、有機ＥＬを作ってもらいます。 

昼食は、学食でちょっぴり大学生気分。３時のクッキータイムは、城戸先生への質問コ 

ーナーやフリートークの時間も用意します。 

中学生の皆さん、楽しみながら心に残るステキな体験をしてみませんか。 

日 時：平成２２年１１月１３日（土） １０：００～１６：００（受付は９：３０～） 

場 所：工学部（米沢市・工学部キャンパス） 

対象者：中学生 ２０名 

申込締切日：平成２２年１０月３１日（日） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学工学部研究支援室 

（TEL）０２３８－２６－３００４ 

８．これまでの学長定例会見でお知らせをしたもので開催がせまっているイベント 

当日の取材をよろしくお願いいたします。 

○附属幼稚園公開講座「すこやか広場」 

２回目 「親子でぺたぺた まぜまぜしよう」 

日 時：平成２２年９月７日(火) １４：３０～１５：４５ 

会 場：附属幼稚園（山形市松波 2-7-1） 

対象者：２～３歳児 親子５０組 

問い合わせ：山形大学附属幼稚園 

（ＴＥＬ）０２３－６４１－４４４６・４４４７ 

○地域教育文化学部公開講座「家族で科学を楽しむための理科教室」 

日 時：平成２２年９月１８日（土）～１０月１６日（土） （１０／９は除く） 

１４：００～１６：００（毎週土曜 全４回 計８時間） 

場 所：山形大学 SCITA センター（山形市・小白川キャンパス） 

対象者：小学生（３学年以上）とその家族 ２０組 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学地域教育文化学部 総務チーム 

（TEL）０２３－６２８－４３０４







ゴミを輝くお宝に変身させるのだ！

山形大学「ドコサ・デモ教室」

主催：置賜総合支庁受託バイオマス普及啓発事業
「ドコサ・デモ」プロジェクト

共催：山形大学国際事業化研究センター

南米沢駅

郵便局
山形大学
工学部

米沢二中

スーパー
ヤマザワ 2

古いてんぷら油で燃料を作って
君の手でラジコンを走らせよう!!

2010年9月11日(土)開催
場所：山形大学工学部2号館,3号館

時間：10時から16時まで

対象：置賜の小学5,6年生 20名
(保護者見学可能）

(応募者多数の場合は抽選になります）

参加費：無料
募集締め切り：8月16日まで



内容その2：考えたアイデアを大学に教えよう！

内容その１：大学の研究を学ぼう！

君の描いたアイデアを10月に川西町に展示します！

オレ走るぜ、たぶん・・・

参加申込の必須ご記入事項

参加を希望する方は、参加申し込み事項を記入の上、メールでお申込み下さい。
また、Ｗｅｂサイトでもお申込みを受け付けております。
申し込みメール宛先：sakura23@yz.yamagata-u.ac.jp

申し込み受け付けＷｅｂサイト：http://samidare.jp/biomass/

お問い合わせ先：
山形大学国際事業化研究センター 「ドコサ・デモ教室」担当 渡部宛
〒992-8510 米沢市城南4丁目3－16 

電話：0238－26－3483 FAX：0238‐26‐3633

①ご参加されるお子様のお名前 ②保護者の方の氏名
③保護者見学希望の有無 ③郵便番号、ご住所 ④電話番号
⑤お子様の年令、学年 ⑥小学校名

その１で学んだことからアイデアを！
実は、こんなものが資源として利用できないかな？
私だったら、僕だったらゴミをこんな風に使うよ！
そんな自由な発想を紙にまとめてもらいます。

大学で研究されている、ゴミ（古い天ぷら油など）の活用方法を学んで体験
しよう！天ぷら油から作った燃料でラジコンを走らせよう！などなど
実験を行います。






















